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陣
痛
に
耐
え
、
出
産
後
は
不
眠
不

休
で
育
児
に
励
ん
で
い
る
。
慣
れ

な
い
男
性
陣
に
文
句
を
言
い
な
が

ら
。
ま
さ
に
「
母
は
強
し
」
を
実

感
し
て
い
る
▼
先
日
Ｆ
さ
ん
か
ら

予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
の
電
話
が
来

た
。
Ｆ
さ
ん
は
30
年
来
通
院
し
て

く
れ
て
い
る
。
彼
女
が
80
歳
を
超

え
て
か
ら
は
、
息
子
さ
ん
が
わ
ざ

わ
ざ
車
で
母
親
宅
ま
で
迎
え
に
行

き
、
私
の
医
院
ま
で
送
り
届
け
て

く
れ
て
い
た
。
そ
の
自
慢
の
孝
行

息
子
が
先
日
、
心
筋
梗
塞
で
急
逝

さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
Ｆ
さ
ん

の
嘆
き
は
い
か
ば
か
り
か
。
ご
主

人
の
死
は
乗
り
越
え
た
が
、
今
度

ば
か
り
は
立
ち
直
ら
れ
る
か
、
不

安
で
あ
る
▼
Ｆ
さ
ん
の
よ
う
に
、

母
親
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
子
ど

も
を
慈
し
み
、
健
や
か
で
あ
る
こ

と
を
祈
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ

る
。
ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
母

親
た
ち
も
同
じ
だ
ろ
う
。
両
国
の

大
統
領
は
勇
ま
し
い
こ
と
を
言
っ

て
い
る
が
、
こ
の
地
で
失
わ
れ
た

子
ど
も
た
ち
の
命
を
悼
む
母
親
た

ち
の
慟
哭
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ

▼
私
の
娘
も
、
国
民
の
命
を
危
険

に
晒
し
て
ま
で
領
土
を
守
ろ
う
と

す
る
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
に
疑

問
を
呈
し
て
い
る
。
軍
事
的
解
決

は
政
治
の
敗
北
で
あ
る
▼
政
治
の

ト
ッ
プ
は
、
女
性
に
代
わ
っ
た
方

が
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
な
れ
ば
子
ど
も
た
ち
を
戦
場

に
送
り
、
戦
火
に
晒
す
よ
う
な
政

治
を
行
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

政
治
参
加
の
男
女
平
等
度
ラ
ン
キ

ン
グ
で
、
日
本
は
１
４
６
カ
国
中

１
３
９
位
。
女
性
政
治
家
が
増
え

れ
ば
、
医
療
・
福
祉
や
労
働
環
境

に
つ
い
て
も
、
命
を
大
切
に
す
る

政
策
に
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
乾
杯
。 （
酔
）

　

娘
が
母
親
に
な
っ

た
。
つ
い
20
年
ほ
ど

前
ま
で
自
身
が
泣
き

虫
だ
っ
た
は
ず
な
の

に
、
25
時
間
に
及
ぶ
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理事長　　西山　裕康

　

神
戸
か
ら
「
核
兵
器
も
原
発
も
な
く
そ
う
」
の

声
を
世
界
へ
―
。
９
月
24
日
〜
25
日
、「
第
32
回

核
戦
争
に
反
対
し
核
兵
器
の
廃
絶
を
求
め
る
医
師

・
医
学
者
の
つ
ど
い
（
反
核
医
師
の
つ
ど
い
）」

が
協
会
会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
。
医

師
・
歯
科
医
師
ら
２
０
０
人
超
が
参
加
し
、
か
つ

て
な
い
ほ
ど
核
兵
器
使
用
の
脅
威
が
高
ま
っ
て
い

る
な
か
、「
核
抑
止
力
論
」
の
欺
瞞
性
と
核
兵
器

禁
止
条
約
の
重
要
性
、
非
核
「
神
戸
方
式
」
の
意

義
、
福
島
第
一
原
発
事
故
の
被
害
者
の
い
ま
な
ど

を
学
び
、
核
兵
器
廃
絶
・
原
発
ゼ
ロ
の
実
現
に
向

け
て
、
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
と
確
認
し
た
。

　

本
つ
ど
い
は
、
兵
庫
県
保
険
医

協
会
と
兵
庫
県
民
主
医
療
機
関
連

合
会
が
実
行
委
員
会
を
つ
く
り
、

主
催
・
企
画
し
た
も
の
。

　

実
行
委
員
長
を
務
め
た
西
山
裕

康
・
協
会
理
事
長
は
、「
世
界
で

唯
一
の
被
爆
国
の
医
師
・
医
学
者

と
し
て
、
ま
た
、
生
命
と
健
康
を

守
る
医
師
・
医
学
者
と
し
て
、
積

極
的
な
発
言
と
行
動
を
お
こ
な
っ

て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
厳
粛

な
責
務
で
あ
る
」
と
す
る
第
１
回

つ
ど
い
の
呼
び
か
け
を
引
用
し
、

「
こ
の
２
日
間
で
私
た
ち
の
成
す

べ
き
こ
と
を
共
有
し
、
と
も
に
活

動
し
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

24
日
は
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
し
た
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｎ
の
金
融
セ
ク
タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
で
あ
る
ス
ー
ジ
ー
・
ス
ナ

イ
ダ
ー
氏
が
メ
イ
ン
ス
ピ
ー
カ
ー

と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
演
。
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
対
し

国
際
社
会
で
効
果
的
に
使
用
さ
れ

た
道
具
は
、
金
融
に
対
す
る
ア
ク

シ
ョ
ン
で
あ
り
、
同
様
の
取
り
組

み
を
、
核
兵
器
に
対
し
て
行
っ
て

い
る
と
紹
介
。

　

世
界
中
の
金
融
機
関
の
核
兵
器

製
造
企
業
に
対
す
る
投
融
資
や
そ

の
ポ
リ
シ
ー
を
評
価
し
、
改
善
を

働
き
か
け
て
お
り
、
核
を
違
法
と

す
る
核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
を

受
け
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
政
府
系

フ
ァ
ン
ド
が
核
兵
器
製
造
企
業
へ

の
投
資
を
や
め
る
な
ど
、
効
果
を

上
げ
て
い
る
と
し
た
。

　

近
畿
反
核
医
師
懇
談
会
の
松
井

和
夫
氏
が
、
こ
の
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
同
懇
談
会
で
行
っ
た
金

融
機
関
調
査
結
果
を
報
告
し
た
。

　

立
命
館
大
学
の
安
斎
育
郎
名
誉

教
授
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
後
、

国
内
で
勢
い
を
増
す
「
核
武
装

論
」「
核
共
有
論
」
の
危
険
性

と
、
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
を
鵜
呑
み

に
す
る
危
険
性
を
語
っ
た
。

　

原
水
爆
禁
止
兵
庫
県
協
議
会
事

務
局
長
の
梶
本
修
史
氏
は
神
戸
港

入
港
の
軍
艦
に
「
核
兵
器
を
積
ん

で
い
な
い
」
証
明
書
を
義
務
付
け

る
非
核
「
神
戸
方
式
」
の
意
義

と
、
そ
れ
を
実
現
・
維
持
さ
せ
て

い
る
神
戸
市
民
の
運
動
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。

　

25
日
は
、「
東
日
本
大
震
災　

―
福
島
第
一
原
発
事
故
と
そ
の
後
」

と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
、
郷
地
秀
夫
・
核
戦
争
を
防

止
す
る
兵
庫
県
医
師
の
会
代
表
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
斎
藤
紀

・
福
島
医
療
生
協
理
事
長
、
小
出

裕
章
・
元
京
都
大
学
原
子
炉
実
験

所
助
教
、
石
田
仁
・
元
大
熊
町
副

町
長
、
広
川
恵
一
・
兵
庫
県
保
険

医
協
会
顧
問
の
４
人
が
話
題
提
供

し
、
原
発
事
故
は
終
わ
っ
て
お
ら

ず
、
被
害
が
継
続
し
て
い
る
こ

と
、
原
発
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

 

（
次
号
に
詳
報
を
掲
載
予
定
）

医
師
・
歯
科
医
師
ら
２
０
０
人
超
が
参
加

反
核
医
師
の
つ
ど
い
30
年
ぶ
り
に
兵
庫
で
開
催

第第
3131
回回  

日
常
診
療
経
験
交
流
会
へ
ご
参
加
を
！

日
常
診
療
経
験
交
流
会
へ
ご
参
加
を
！

　

「
コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
〜
我
々
は

ど
こ
へ
向
か
う
の
か
〜
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
、
兵
庫
県
保
険
医
協

会
・
第
31
回
「
日
常
診
療
経
験
交

流
会
」（
日
常
診
）
を
、
10
月
30

日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。
今
年

の
会
場
は
協
会
会
議
室
で
、
来
場

参
加
と
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
）
視
聴
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
世
界
的
な
拡
大
か
ら
２
年
以
上

が
経
過
し
ま
し
た
。
ウ
イ
ル
ス
の

特
性
に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
は
増
え
ま
し
た
が
、
依
然
と

し
て
未
知
の
面
も
多
く
、
社
会
生

活
に
お
け
る
人
間
と
ウ
イ
ル
ス
の

関
わ
り
方
は
模
索
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
２
年
間
、
医
療
や

介
護
の
現
場
で
働
く
私
た
ち
は
、

患
者
・
利
用
者
へ
の
対
応
を
め
ぐ

っ
て
様
々
な
悩
み
や
苦
し
み
、
葛

藤
を
抱
え
な
が
ら
日
々
、
奮
闘
し

て
き
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
地

域
医
療
に
お
け
る
様
々
な
取
り
組

み
や
工
夫
、
リ
ア
ル
な
実
態
な

ど
、
多
職
種
か
ら
貴
重
な
報
告
を

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
ポ
ス
タ

ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
展
示
も
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

先
生
方
は
じ
め
、
ご
家
族
、
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
の
ご
来
場
と
オ
ン

ラ
イ
ン
視
聴
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

コロナ禍の
医療交流しよう

核兵器製造企業への投融資をやめることを金融機関に働きかける「Don't 
bank on the bomb」キャンペーンについて、スージー・スナイダー氏（左上）
が講演

２日目の福島第一原発事故の被害について考えるシンポ
ジウムでは４人が話題提供した　　　　　　　　　　　

10月30日（日）10:00～10月30日（日）10:00～
 協会会議室にて 協会会議室にて

４面にプログラム掲載４面にプログラム掲載

▲高嶺沖縄協会会長
　（左）へ募金を手
渡した　　　　

▼街頭で訴える
　川西副理事長

川西副理事長が沖縄で訴え川西副理事長が沖縄で訴え

基地のない平和な沖縄を基地のない平和な沖縄を

　

９
月
11
日
に
投
開
票
さ
れ
た
沖
縄
県
知
事
選
挙
で
、
沖
縄
県
保

険
医
協
会
の
有
志
の
会
が
支
援
し
た
玉
城
デ
ニ
ー
候
補
が
再
選
を

果
た
し
た
。
兵
庫
協
会
は
、
有
志
の
会
か
ら
の
支
援
要
請
を
受
け

て
、
①
募
金
、
②
人
的
支
援
の
２
点
で
玉
城
候
補
を
支
援
し
た
。

９
月
５
日
〜
７
日
に
は
、
川
西
敏
雄
副
理
事
長
が
現
地
を
訪
問

し
、
高
嶺
朝
広
・
沖
縄
協
会
会
長
（
有
志
の
会
代
表
）
に
、
兵
庫

協
会
会
員
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
募
金
40
万
円
超
を
手
渡
し
、
街
頭
で

玉
城
氏
へ
の
支
持
を
訴
え
た
。 

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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スクリーンを使って、超音波画像などを見ながら、
実習を行った　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

９
月
11
日
投
開
票
と
な
っ
た
沖

縄
県
知
事
選
挙
で
、「
オ
ー
ル
沖

縄
」
の
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
が
再
選

を
果
た
し
た
。
岸
田
自
公
政
権
が

全
面
支
援
し
、
辺
野
古
新
基
地
推

進
を
掲
げ
た
前
宜
野
湾
市
長
の
佐

喜
真
淳
氏
ら
に
大
差
で
勝
利
、
２

０
１
４
年
以
来
「
オ
ー
ル
沖
縄
」

が
３
連
勝
し
た
。「
辺
野
古
ノ

ー
」
の
民
意
は
国
家
権
力
総
が
か

り
で
も
押
し
つ
ぶ
さ
れ
な
い
こ
と

が
示
さ
れ
た
と
言
え
る
。

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
は
、
沖
縄

県
保
険
医
協
会
の
要
請
に
応
え
、

７
月
理
事
会
で
の
決
定
を
受
け
、

募
金
や
役
員
の
現
地
派
遣
を
含
む

積
極
的
な
支
援
を
行
っ
た
。
沖
縄

　

９
月
11
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
沖

縄
県
知
事
選
挙
に
お
い
て
、
現
職

（
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
）
９
月
11
日
に
投
開
票
さ
れ
た
沖
縄
県
知
事

選
挙
で
沖
縄
協
会
・
兵
庫
協
会
が
支
援
し
た
玉
城
デ
ニ
ー
候
補
が
再

選
を
果
た
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
有
志
の
会
代
表
の
沖
縄
協
会
の
高

嶺
朝
広
会
長
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
お
礼
文
と
、
結
果
を
受
け
て
の
政
策

部
長
談
話
を
掲
載
す
る
。

の
玉
城
デ
ニ
ー
氏
が
、
33
万
９
７

６
７
票
を
獲
得
し
、
佐
喜
真
淳
氏

に
６
万
４
千
票
以
上
の
大
差
を
つ

け
、
再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

玉
城
デ
ニ
ー
氏
は
、
県
政
の
最

重
要
課
題
と
し
て
、
米
軍
普
天
間

飛
行
場
の
閉
鎖
・
撤
去
を
実
現

し
、
沖
縄
県
民
の
民
意
で
あ
る
辺

野
古
新
基
地
を
断
念
さ
せ
る
こ
と

と
、
沖
縄
の
将
来
は
私
た
ち
自
身

で
考
え
、
豊
か
な
沖
縄
を
め
ざ
し

て
貧
困
問
題
解
決
、
経
済
再
生
、

福
祉
の
た
め
に
尽
力
す
る
こ
と
を

掲
げ
、
立
候
補
し
ま
し
た
。

　

前
回
の
投
票
率
に
比
べ
て
５
・

32
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
中
で
の
再

選
は
、
玉
城
県
政
に
二
期
目
を
託

す
信
任
の
表
れ
、
多
く
の
県
民
の

支
持
を
得
て
、
勝
利
に
結
び
つ
い

た
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

私
た
ち
沖
縄
県
保
険
医
協
会
は

県
民
の
健
康
、
生
命
を
守
る
医
師

・
歯
科
医
師
の
立
場
か
ら
、
生
命

を
危
険
に
さ
ら
す
新
基
地
建
設
の

中
止
、
普
天
間
基
地
の
無
条
件
閉

鎖
、
撤
去
を
実
現
さ
せ
、
平
和
で

豊
か
な
沖
縄
の
た
め
、
活
動
を
す

す
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

沖
縄
県
知
事
選
挙
へ
の
物
心
両

面
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
改
め
て

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

協
会
を
は
じ
め
沖
縄
県
民
の
皆
様

の
奮
闘
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
激
し
い
戦
い
に
勝
利
し
た
こ

と
を
、
と
も
に
喜
び
あ
い
た
い
。

　

デ
ニ
ー
知
事
は
当
選
後
の
記
者

会
見
で
、「
間
違
い
な
く
辺
野
古

の
新
基
地
建
設
が
大
き
な
争
点
だ

っ
た
」
と
指
摘
。「
こ
れ
ま
で
翁

長
雄
志
知
事
、
私
の
前
回
の
選

挙
、
県
民
投
票
の
７
割
以
上
の
反

対
の
声
、
そ
し
て
今
回
の
明
確
な

争
点
と
な
っ
た
私
の
２
期
目
の
再

選
。
こ
の
県
民
の
思
い
は
１
ミ
リ

も
ぶ
れ
て
い
な
い
結
果
だ
」
と
述

べ
た
。
一
方
、
岸
田
内
閣
の
浜
田

靖
一
防
衛
相
は
選
挙
後
の
記
者
会

見
で
、「
辺
野
古
移
設
が
唯
一
の

解
決
策
と
の
考
え
に
変
わ
り
は
な

い
。
着
実
に
工
事
を
進
め
る
」
と

従
来
の
方
針
を
強
調
し
た
。
沖
縄

県
民
の
意
思
に
ま
っ
た
く
応
え
よ

う
と
し
な
い
岸
田
政
権
の
姿
勢

に
、
怒
り
を
禁
じ
え
な
い
。

　

先
日
神
戸
で
開
催
さ
れ
た
第
32

回
反
核
医
師
の
つ
ど
い
で
は
、
１

９
７
４
年
に
神
戸
港
を
占
領
し
て

い
た
米
軍
基
地
を
撤
去
さ
せ
、
さ

ら
に
翌
年
に
は
市
議
会
で
非
核

「
神
戸
方
式
」
の
決
議
を
あ
げ
、

そ
の
後
約
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
米

国
の
軍
艦
を
一
艘
も
入
港
さ
せ
て

い
な
い
歴
史
が
報
告
さ
れ
た
。
私

た
ち
の
長
年
に
わ
た
る
運
動
に
よ

っ
て
勝
ち
取
っ
た
成
果
で
あ
る
。

　

沖
縄
の
基
地
問
題
も
、
ぶ
れ
ず

に
声
を
上
げ
続
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
勝
利
の
道
は
開
け
る
も
の
と

確
信
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、
平

和
で
民
主
的
な
国
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
、
沖
縄
協
会
を
は
じ
め
全
国

の
運
動
と
絆
を
深
め
た
い
。

地
域
医
療
部
「
ポ
イ
ン
ト
オ
ブ
ケ
ア
超
音
波
ハ
ン
ズ
オ
ン
」

「
辺
野
古
新
基
地
ノ
ー
」

民
意
が
改
め
て
明
確
に

沖
縄
県
知
事
選
挙
の
御
礼

沖
縄
県
知
事
選
挙
結
果
を
受
け
て

沖
縄
県
知
事
選
挙
結
果
を
受
け
て

在
宅
医
療
で

多
く
の
方
が
活
用
を

政
策
部
長　
　

加
藤　

擁
一

代
表　
　

高
嶺　

朝
広

沖
縄
県
保
険
医
協
会

沖
縄
県
知
事
選
挙
有
志
の
会

　

地
域
医
療
部
は
９
月
３
日
、
協
会
会
議
室
で
「
ポ
イ
ン
ト
オ
ブ
ケ

ア
超
音
波
ハ
ン
ズ
オ
ン
」
を
開
催
し
、
７
人
が
参
加
し
た
。
講
師
を

務
め
た
東
神
戸
病
院
の
水
間
美
宏
先
生
（
日
本
超
音
波
医
学
会
指
導

医
、
日
本
ポ
イ
ン
ト
オ
ブ
ケ
ア
超
音
波
学
会
会
員
）
の
報
告
を
掲
載

す
る
。

報 告
　

ポ
イ
ン
ト
オ
ブ
ケ
ア
超
音
波
と

は
、
検
査
室
で
専
門
家
が
行
う
超

音
波
で
な
く
、
ポ
イ
ン
ト
オ
ブ
ケ

ア
（
ケ
ア
の
現
場
）
で
臨
床
医
や

看
護
師
が
行
う
超
音
波
の
こ
と
で

す
。
も
と
も
と
、
救
急
や
集
中
治

療
の
現
場
で
発
展
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
は
外
来
、
訪
問
診
療
・
往

診
、
訪
問
看
護
で
も
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
オ
ブ
ケ
ア
超
音
波
は

一
定
の
教
育
に
よ
り
習
得
が
可
能

で
、
今
ま
で
も
講
義
と
ハ
ン
ズ
オ

ン
を
組
み
合
わ
せ
た
研
修
会
を
開

い
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
後
は
、
ハ

ン
ズ
オ
ン
の
開
催
が
難
し
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
事
前
に
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
で
講
義
を
受
け
て
も
ら
う
こ
と

と
し
、
感
染
防
止
の
た
め
人
を
モ

デ
ル
に
せ
ず
、
膀
胱
、
肺
、
褥
瘡

の
フ
ァ
ン
ト
ム
を
用
い
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
超
音
波
画
像
や
手
元

操
作
画
像
は
前
方
の
大
き
な
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
、
術
者
の
手
元
を

覗
き
込
ん
で
密
に
な
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

研
究
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
今
回
の
ハ
ン
ズ
オ
ン
で
学
ん

え
て
い
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
オ
ブ
ケ
ア
超
音
波
が

多
く
の
方
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に

願
っ
て
い
ま
す
。

 

【
東
灘
区　

水
間　

美
宏
】

だ
こ
と
を
自
分
の

仕
事
で
実
際
に
活

用
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す

か
と
の
質
問
に
、

３
割
の
先
生
が

「
全
く
そ
う
思

う
」、
７
割
の
先

生
が
「
だ
い
た
い

そ
う
思
う
」
と
答

え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

今
後
、
ま
だ
超

音
波
装
置
が
な
い

施
設
に
出
張
し
て

ハ
ン
ズ
オ
ン
を
行

う
場
合
に
は
、
し

ば
ら
く
装
置
を
貸

し
出
す
こ
と
も
考

◇
出
席　

20
人

◇
情
勢　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
に
つ
い
て
発
生
届
の
提
出

を
求
め
る
「
全
数
把
握
」
に
つ
い

て
、
政
府
は
、
対
象
を
重
症
化
リ

ス
ク
の
高
い
高
齢
者
や
基
礎
疾
患

が
あ
る
人
に
限
定
す
る
方
向
で
調

整
に
入
っ
た
。
ほ
か
の
患
者
は
人

数
だ
け
を
年
代
別
に
医
療
機
関
か

ら
報
告
し
て
も
ら
い
、
引
き
続
き

感
染
動
向
の
把
握
を
め
ざ
す
。

◇
医
療
運
動　

①
「
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
の
シ
ス
テ
ム
導
入
義
務

化
と
健
康
保
険
証
の
原
則
廃
止
の

撤
回
を
求
め
る
医
師
・
歯
科
医
師

要
請
署
名
」、
な
ら
び
に
「『
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
導
入
の
原
則
義

務
化
』
と
『
健
康
保
険
証
の
原
則

廃
止
』
方
針
の
撤
回
を
求
め
る
」

抗
議
声
明
な
ど
が
了
承
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動　

①
厚
生
労
働
省
の

資
料
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の

導
入
が
原
則
と
し
て
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
〜
安
心
・
安
全
で
質
の
高

い
医
療
を
提
供
す
る
医
療
Ｄ
Ｘ
の

基
盤
と
な
り
ま
す
〜
」
等
が
紹
介

さ
れ
た
。
②
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
メ
ト
ホ
ル

ミ
ン
、
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
、
フ
ル

ボ
キ
サ
ミ
ン
の
無
作
為
化
試
験
」

の
資
料
等
が
紹
介
さ
れ
た
。

◇
病
院
・
有
床
診
療
所
対
策
部　

保
団
連
調
査
「
２
０
２
４
年
４
月

１
日
開
始
の
『
医
師
の
働
き
方
改

革
』
に
関
す
る
病
院
会
員
ア
ン
ケ

ー
ト
ご
協
力
の
お
願
い
」（
締
め

切
り
：
９
／
１
）
を
実
施
し
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
協
力
が
呼

び
か
け
ら
れ
た
。

◇
反
核
平
和
部　

①
第
45
回
兵
庫

の
「
語
り
つ
ご
う
戦
争
」
展
の
資

料
へ
の
広
告
掲
載
、
②
「
第
32
回

反
核
医
師
の
つ
ど
い
in
兵
庫
」

（
９
／
24
・
25
）
へ
の
参
加
が
よ

び
か
け
ら
れ
た
。

 

（
８
月
27
日　

理
事
会
よ
り
）

くらしと命を守るハンドブック

　毎回好評の「くらしと命を
守るハンドブック」の2022―
2023年版が完成しました！
　医療だけでなく介護や福祉
など社会保障にかかわる制度
は申請主義のため、知らずに
利用していなかったというこ
とが少なくありません。同パ
ンフレットは、患者さんやご
家族が利用できる制度の情報
を知っていただくために、保
険医協会も加入する兵庫県社
会保障推進協議会が隔年で発
行しているもので、税金・医
療・介護・生活保護等、制度
の内容について幅広く紹介し
ています。
　この間、新型コロナ禍によ
り休業・失業が増加し、お困

税・医療・介護・生活保護など役立つ制度を解説する

「くらしと命を守るハンドブック」

りの患者さんやご家族も増えてらっしゃるかと存じます。当会会員の皆
さまには無料で頒布いたしますので、待合室に置いていただいたり、ス
タッフの学習用にご利用になるなど、ぜひともご活用を賜りたくお願い
申し上げます。
A5判、60ページ。正会員の先生方には本号に１冊同封しています。
ご注文は在庫の範囲で無料です。☎078－393－1807 事務局・小西まで

本号に同封しています！本号に同封しています！ ご活用くださいご活用ください

お申し込み・お問い合わせは、☎078ー393ー1817まで

兵庫県保険医協会第100回評議員会
臨時（決算）総会・第45回共済制度委員会

11月20日（日）13時～　兵庫県保険医協会会議室
・13時～　第100回評議員会　　・14時50分～　臨時（決算）総会

・15時～　第45回共済制度委員会
　特別報告「コロナ禍の金融経済情勢と保険業界（仮）」

　太陽生命保険株式会社　取締役常務執行役員　下屋敷　縁
ゆかり

氏（アクチュアリー）
・16時10分～　特別講演
「中間層復活のための処方箋―医療分野の位置づけ（仮）」
　永濱　利廣氏（株式会社第一生命経済研究所経済調査部　首席エコノミスト）
 　日本経団連のシンクタンク「21世紀政策研究所」で研究主
幹として、「中間層復活に向けた経済財政運営の大転換」をま
とめ、メディアでも活躍中の第一線のエコノミストである永
濱利廣氏から、日本経済復活の処方箋をお聞きします。

談 話
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リーガル
コラム
vol.５

Ｑ： 個人病院や診療所を親族や第三者
が承継する場合にどのような問題
が考えられますか。

　「病院の経営を長年続けてきたが、
高齢になり、また後継者もいないため
他人に譲りたい」という場合や「子ど
ものうち、医者になった長男に診療所
を継がせたいがどのように継がせたら
よいか」など、個人病院や診療所の経
営を、親族や第三者に承継させる場合
には、いくつかのケースが考えられま
す。そこで、個人病院や診療所の承継
に関して生じうる問題点や注意点につ
いて、考えてみましょう。

１　まず、生前に承継する場合として
は、親子間承継と、第三者への承継
（事業譲渡）が考えられます。

⑴　親子間承継の場合
　前院長が所有している事業用不動産
で後継者が引き続き医院の事業を続け
る場合には、前院長から後継者に事業
用不動産を譲渡するか、貸し付けるか
を選ぶ必要があります。また、医院で
使用してきた医療機器等についても、
譲渡または貸付の方法で引き継ぐ必要
があります。譲渡の場合に売買とする
のか贈与とするのか、あるいは、貸し
付ける場合に有償（賃貸）とするのか
無償とするのかの選択については、個
々の事情ごとに税務上の扱いも異なる
ことから、個別事情によって判断すべ
きことになります。
　他方、診療所が賃借物件である場合
には、賃借人の変更になりますので、
通常はテナント所有者（賃貸人）との
間で新たに契約を交わす必要がありま
す。
　また、売掛金や買掛金については、
基本的には承継日以前のものは前院長
に帰属し、承継日以降に発生するもの
は、後継者に帰属すると考えられま
す。
⑵　第三者承継の場合
　第三者に承継させる方法としては、
通常は、事業用不動産や医療機器等を
含めて事業譲渡することが考えられま
す。この場合、事業用不動産や医療機
器・備品や医院名などが譲渡の対象と
なり、これらを金銭評価して譲渡価格

を算出し事業譲渡契約を締結すること
になります。
　他方、診療所が賃借物件である場合
には、不動産については賃借人の変更
となる点は親族間譲渡の場合と同様で
あり、通常は、テナント所有者（賃貸
人）を交えて契約書を新たに交わす必
要があります。
　これらのことを計画的に実施するた
めには長期的な視点で準備をしていく
必要があるといえます。

２　次に、相続により相続人が個人病
院や診療所を承継する場合が考えられ
ます。

　この場合も、前院長が所有していた
事業用不動産や医療機器・備品等の動
産類等を含めた財産が対象となり、相
続人は、被相続人の権利義務を包括承
継しますので、これらに関する権利義
務関係は全て相続人が承継します。
　遺言書がなければ、被相続人名義の
資産は、全て民法に定める法定相続分
通りに相続し、相続人が複数いる場合
には、共同相続人間での共有状態とな
ります。法定相続人の中の一人に医院
を承継させたい場合には、死後に相続
人の間でトラブルが生じることがない
よう、診療所に関する各財産（事業用
不動産・医療機器等）については、病
院・診療所を承継する子に相続させる
内容の遺言書を作成しておくべきでし
ょう。医院を承継しない法定相続人に
は、少なくとも遺留分相当額の別の財
産を相続させるなどの手立てができれ
ばトラブルが生じにくいと言えます。
なお、医師でない相続人の場合でも、
包括承継が生じる以上は、カルテやそ
の他の帳簿類の法的保存義務（カルテ
５年、Ｘ線フィルムその他帳簿類は３
年）を負うので注意が必要です。

３　なお、医療法人については2007年
４月１日の医療法改正で、新規に出資
持分のある医療法人を設立することは
認められなくなりましたが、既存の出
資持分のある医療法人については、そ
の持分を譲渡や相続で承継させること
は可能といえます。
【中央区・神戸花くま法律事務所
 　弁護士　野田　倫子】

FT３の減点・復活事例
事業承継

親族・第三者に承継するとき
問題になるのは？

歯科定例研究会

体の“なぜ？”を考察する～歯周病編～
日　時　10月23日（日）14時～17時　　会　場　協会５階会議室
講　師　ヨーロッパ歯周病学会【EFP】歯周病専門医　福井秀和先生
　Zoom視聴希望者は、メールの件名を「10/23歯科定例研Zoom
視聴希望」とし、本文に①医療機関名②参加者氏名③電話番号④職
種を記載の上、10月19日（水）までにysng@doc-net.or.jpへ送信
してください。来場参加をご希望の方は、☎078－393－1809まで
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天
才
的
頭
脳
を
持
つ
物
理
学
者

・
湯
川
学
（
福
山
雅
治
さ
ん
）

が
、
不
可
解
な
未
解
決
事
件
を
科

学
的
検
証
と
推
理
で
見
事
に
解
決

し
て
い
く
、
人
気
ミ
ス
テ
リ
ー
シ

リ
ー
ズ
の
映
画
化
第
３
弾
。
原
作

は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
・
東
野
圭

吾
さ
ん
で
す
。

　

『
容
疑
者
Ｘ
の
献
身
』、『
真
夏

の
方
程
式
』
に
続
く
今
作
で
は
、

刑
事
・
内
海
薫
（
柴
咲
コ
ウ
さ

ん
）、
湯
川
の
親
友
で
内
海
の
先

輩
刑
事
・
草
薙
俊
平
（
北
村
一
輝

さ
ん
）
が
９
年
ぶ
り
に
再
集
結
。

「
ガ
リ
レ
オ
」
の
醍
醐
味
で
あ

る
、
３
人
の
絶
妙
な
や
り
と
り
が

復
活
し
ま
す
！

　

天
才
物
理
学
者
・
湯
川
の
も
と

に
、
警
視
庁
捜
査
一
課
の
刑
事
・

内
海
が
相
談
に
訪
れ
ま
す
。
行
方

不
明
に
な
っ
て
い
た
女
子
学
生
が

遺
体
と
な
っ
て
発
見
さ
れ
、
容
疑

者
は
草
薙
が
か
つ
て
担
当
し
た
少

女
殺
害
事
件
で
完
全
黙
秘
を
つ
ら

ぬ
き
、
無
罪
と
な
っ
た
男
・
蓮
沼

寛
一
。

　

蓮
沼
は
今
回
も
以
前
と
同
様
に

完
全
黙
秘
を
貫
き
、
証
拠
不
十
分

で
釈
放
さ
れ
、
女
子
学
生
の
住
ん

で
い
た
町
に
戻
っ
て
来
ま
す
。
し

か
し
、
夏
祭
り
の
パ
レ
ー
ド
当

日
、
蓮
沼
が
殺
害
さ
れ
ま
す
。

　

容
疑
者
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の

は
、
女
子
学
生
の
家
族
、
仲
間
、

恋
人
。
全
員
に
動
機
が
あ
る
一

方
、
全
員
に
ア
リ
バ
イ
が
あ
り
、

そ
し
て
、
全
員
が
「
沈
黙
」
し
ま

す
。

　

「
湯
川
、
内
海
、
草
薙
に
ま
た

も
ふ
り
か
か
る
超
難
問
…
！　

果

た
し
て
湯
川
は
【
沈
黙
】
に
隠
さ

れ
た
【
真
実
】
を
解
き
明
か
せ
る

の
か
…
!?
」

　

ま
さ
に
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

の
通
り
、
最
後
ま
で
全
く
目
が
離

せ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
日
常
生
活

の
ス
ト
レ
ス
解
消
に
、
イ
ケ
メ
ン

福
山
雅
治
さ
ん
の
演
技
に
夢
中
に

な
る
の
も
、
今
の
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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〈患者〉国保・65歳男性
〈診療年月〉2021年12月
〈主な傷病名・診療開始日〉
　慢性閉塞性肺疾患　　　　2021年６月
　胆のう結石症　　　　　　2021年６月
　アルコール性肝炎　　　　2021年６月
　高尿酸血症　　　　　　　2021年６月
　洞性頻脈症　　　　　　　2021年12月
　甲状腺機能低下症の疑い　2021年12月
〈主な請求内容〉
　再診料  73×２
　特定疾患療養管理料 225×２
　診療情報提供料Ⅰ 　250点
　血液化学検査（10項目以上） 109×１
　末梢血液一般、末梢血液像（自動機械法）　36×１
　TSH 104×１
　FT３、FT４ 254×１
　CRP  16×１
　心電図（四肢単極・胸部誘導含む12誘導）  130×１
　処方箋料  68×１
　特定疾患処方管理加算  66×１
〈減点内容〉
　FT３のＣ項査定（Ａ・Ｂ以外の医学的理由）
〈協会コメント〉
　甲状腺機能低下症については、診療開始月においてFT３、FT４、TSHの組
み合わせは一般に認められているかと思われます。
　当該患者は初診月に甲状腺機能低下症の疑いがつけられていますが、医師
の所見や検査の必要性等を詳記の上、再審査請求されてはいかがでしょう
か。
〈再審査請求コメント〉
　甲状腺機能については、初回（2021年12月22日）の検査となりますので、
FT３もcheck致しました。初回のため、FT３→FT４のTransport異常の疑いも必
要とされるため、検査を実施致しました。
〈再審査請求結果〉
　復活

審査･指導相談日 ●11月10日（木）15時～　●協会５階会議室

※医科は事前予約制☎078－393－1840まで、歯科は随時☎078－393－1809まで

※「指導通知」が届いたら、まず保険医協会にご連絡ください。



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

第２０１８号 （４）２０２２年(令和４年)１０月５日(毎月３回５・15・25日発行)

参加申し込み方法 　下記よりご参加予定の分科会に個別登録してください。

来場参加希望者、その他お問い合わせは、兵庫県保険医協会☎078－393－1840研究部までご連絡ください。

メインテーマ「コロナ禍の医療 「コロナ禍の医療 ～我々はどこへ向かうのか～～我々はどこへ向かうのか～」」
10月30日（日）10時～12時15分

※Zoom視聴によるご参加も可能
兵庫県保険医協会 会議室（神戸フコク生命海岸通ビル）

報告者 医療機関名等 職　種 テ　　ー　　マ 発表時間

分
科
会
Ａ

１ 広川　恵一 広川内科クリニック 医師 高血圧症通院者100名について ～2009年より13年目、2022年における通院継続と中止状況にみる診療課題の検討～ 10：05～10：20

２ 伊賀　幹二 伊賀内科・循環器科 医師 無症状PCR陽性という一群の存在 ～これを理解しないと患者数の比較は意味がない～ 10：20～10：35

３ 滝本　桂子 薬局リベルファーマシー 介護支援専門員
薬剤師 「新型コロナPCR陽性！さぁどうしよう…」～在宅介護現場のリアル～ 10：35～10：50

４ 水間　美宏 東神戸病院 医師 コロナ禍での超音波研修 ～感染を防止してハンズオンを行う～ 10：50～11：05

５ 寺田　邦彦 寺田内科・呼吸器科 医師 コロナ禍でのプライマリケアにおける呼吸器疾患管理 ～現状の課題と今後の展望～ 11：15～11：30

６ 小林　優子 尼崎市医療・介護連携支援センターあまつなぎ 看護師 コロナ禍における尼崎市医療・介護連携支援センターの取り組みについて 11：30～11：45

７ 上田　耕蔵 神戸協同病院 医師 オミクロン株の６月末増加転換と12月までの予測 11：45～12：00

８ 上田　耕蔵 神戸協同病院 医師 ウイルス濃度による飛沫感染４分類 12：00～12：15

分
科
会
Ｂ

１ 宮武　博明 ドマーニ神戸クリニック 医師 有料老人ホームの「ターミナルケア面接」に関わって 10：05～10：20

２ 冨澤　洪基 尼崎医療生活協同組合生協歯科 歯科医師 歯科酷書　第４弾から考える人権としての歯科医療 10：20～10：35

３ 鈴木　麻夕 新神戸歯科 歯科医師 アライナー（インビザライン）矯正中の身体の調整 10：35～10：50

４ 大槻　榮人 大槻歯科医院 歯科医師 口腔粘膜血管腫凝固術施行症例の臨床的検討 10：50～11：05

５ 佐藤　　圭 ケイ歯科クリニック 歯科医師 口腔ケアを始めて…当院のケースレポート 11：15～11：30

６ 藤井　佳朗 新神戸歯科 歯科医師 膝関節痛に対して行った歯科治療から見えてきたもの ～膝関節痛の原因は本当に膝軟骨のすり減りが原因か？～ 11：30～11：45

分
科
会
Ｃ

１ 上田　進久 兵庫県保険医協会環境・公害対策部 医師 兵庫県下の学校施設におけるアスベスト実態調査報告 10：05～10：20

２ 横山　哲朗 野村医院 事務 医療機関のバックオフィス業務におけるクラウドサービスの活用 10：20～10：35

３ 永本　　浩 永本医院 医師 日常診療に於いての耳鳴の治療 10：35～10：50

４ 坂口　智計 とも歯科医院 歯科医師 CAD/CAMの変遷 10：50～11：05

５ 長光　由紀 いたみアリオ薬局 薬剤師 いたみアリオ薬局での地域貢献 11：15～11：30

６ 丹羽なおみ ふたば薬局 薬剤師 コロナ禍における医薬品の供給不足と現場での対応について 11：30～11：45

※ 第２会議室にて「兵庫県空気の汚れ調査2022」（東灘区・東神戸病院　森岡芳雄）、「Photo Album 2020・21・22」（西宮市・法西医院　法西浩）を展示

分科会プログラム  10時～12時15分　※協会ホームページ http://www.hhk.jp/に各演題の抄録を掲載予定

兵庫県保険医協会兵庫県保険医協会 参加費無料　Zoomでのご参加も可能!!参加費無料　Zoomでのご参加も可能!!

第31回日常診療経験交流会第31回日常診療経験交流会

会場地図

〈Ａ分科会〉
https://bit.ly/3cJhCPU

〈Ｃ分科会〉
https://bit.ly/3Qzk4Xp

〈Ｂ分科会〉
https://bit.ly/3TYidhF

秋の共済制度募集 好評受付中！ ☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで

協 会の 共済制度 このような方にオススメします！

資産運用は
利率と安定性と

使い勝手のよさだな
死亡保障は
安いほどいい

病気やケガで
休んだ時の
備えがない

医事紛争の
備えは必須

損害保険も
安くしたい

選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

休業保障制度

所得補償保険

医師賠償責任保険

あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。

団体割引の
自動車保険、
火災保険

休業損害補償

保険医年金 協会グループ保険

新グループ保険積立年金DefL
（デフエル）

※

※DefLは秋は「一時払」の増額受付のみとなります。

JR元町駅
阪神元町駅

大丸神戸店

兵庫県
農業会館

栄町通

国道２号線

神戸フコク生命
海岸通ビル

南京町

元町商店街

鯉
川
筋

メ
リ
ケ
ン
ロ
ー
ド

地下
鉄海
岸線

旧居留地・
大丸前駅

ト
ア
ロ
ー
ド

【住所】神戸市中央区海岸通１―２―31
【交通】JR・阪神元町駅から南へ徒歩７分、神戸三宮駅から徒歩20分


